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塩水噴霧試験機 STP-30型が世界発信コンペティション受賞

2020 年世界発信コンペティション 製品・技術（ベンチャー技術）部門において、当社の塩水噴霧試験機STP-30 型が応募総数

104 件の中から、優秀賞（5件）に選ばれました。

「世界発信コンペティション」は、中小企業の製品・技術、サービスの開発や販路開拓を促進し、その優れた製品やサービスを国

内外に発信するため「製品・技術（ベンチャー技術）部門」「サービス部門」の 2 つの部門でコンペティションを実施するもので、東

京都が主催しています。製品・技術（ベンチャー技術）部門においては「新規性・創造性」「技術的完成度」「独自性」「市場性」

「成長性」の基準により審査され、革新的で将来性のある製品・技術、サービスについて表彰しています。

受賞製品 塩水噴霧試験機 STP-30型は、2020年3月、発明大賞 東京都知事賞を受賞（（公財）日本発明振興協

会主催）、2020年9月、東京都トライアル発注認定制度で認定商品に選定（東京都主催）、今回の世界発信コンペテ

ィション 優秀賞で 3 つ目の受賞となりました。

■特長

・卓上に設置可能な小型サイズ

従来の試験機と比較して幅が約1/3、高さが約1/2で、少量・小型の試料

を試験できます。

・ISO、JIS規格に準拠した試験が可能

独自開発の噴霧槽と試験槽の構造を採用、小型の試験槽内で従来難し

いとされていた、均一な噴霧を可能としました（PAT.）。

・設置工事が不要で設置が容易

排水量が少ないため排水はポリタンクで受けることができます。オプショ

ンの排気処理装置で塩霧を処理することで、給排水や排気等の特別な

設置工事が不要です。AC100V のコンセントに繋げばどこでも運転でき

ます。
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須賀茂雄社長が関東地方発明表彰 中小企業庁長官賞を受賞

公益社団法人発明協会では、優秀な発明者や、発明の実施化に尽力した者、発明の奨励、育成に貢献した者の功績を称える

ため、毎年全国で「地方発明表彰」を行っています。令和 2 年度関東地方発明表彰において当社 代表取締役社長 須賀茂雄

が中小企業長官賞を受賞しました。

■受賞対象：試料回転機構付き腐食促進試験機※

試料回転機構（PAT.）により、試料枠が所定の時間毎に所定の角

度の回転と一時停止（静止状態）を繰り返し、1 周毎に回転方向

が反転します。これにより、各試料が塩水噴霧に曝される量を均

一化することができ、規格の許容値以上に高精度で正確な腐食

促進試験を行うことができます。

■表彰式：令和2 年11 月 12 日（木） 新横浜プリンスホテル

※塩水噴霧試験機 STP-90VR型と、

複合サイクル試験機CYP-100R型の 2 機種があります。

喜多英雄が産業標準化貢献者表彰 産業技術環境局長表彰を受賞

経済産業省では、国際標準化機構（ISO）や国際電気標準会議（IEC）における国際標準策定や、日本産業規格（JIS）策定とい

った、標準化活動に優れた功績を有する人・組織を表彰しており、毎年「産業標準化推進月間」である 10月に表彰式を開催して

います。今回、校正部 部長の喜多英雄が産業技術環境局長賞を受賞しました。

■受賞対象となった功績：プラスチックをはじめ、塗料、繊維、画

像、電気・電子部品などの基礎的な性能評価となる耐候試験や

色彩関係の国内外の標準化に長年にわたり関与。特に、

ISO/TC61（プラスチック）/SC6（老化、耐薬品性、耐環境性）

/WG2（光暴露）では、プラスチック材料の劣化に作用する波長を

見極めるために行われる分光老化試験のプロジェクトリーダーとし

て ISO 規格（ISO 21475※）の制定に尽力。この制定により、日本

のプラスチック業界において光安定性の高い製品材料の開発及

びその性能・品質の国際的証明に貢献した。

■表彰式：令和2 年10 月1 日（木） 都市センターホテル

3 階 コスモスホール

※ISO 21475：Plastics — Methods of exposure to determine the 
wavelength dependent degradation using spectrally dispersed 
radiation

試料回転機構付きの腐食促進試験機

CYP-100R 型
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国際規格の動向ー国際会議に出席してー 須賀茂雄

IEC/TC104（環境条件、分類及び

試験方法） Web会議

【MT16】

開催日：2020 年 9 月 28 日～29 日

参加国：アメリカ・スウェーデン・ドイツ・中国・日本

5 ヶ国 16 名

当社に関係する審議について報告する。

(1) IEC 60068-2-11（塩水噴霧試験方法）edition 4

プロジェクトリーダーの須賀より CDV 投票の結果を説明し、

試験機の再現性確認の規定や試験前の性能確認につい

て議論した。修正を加えた後、FDIS に進める。

(2) IEC 60068-2-60（混合ガス流腐食試験）

須賀より、作業者の安全を考え、試験ガスに関する警告

の追加と操作手順についての見直しを提案した。賛否の

意見があったため、次回会議にて再度議論する。

次回は、2021 年10 月にスウェーデンにて開催予定。

【MT18】

開催日：2020 年 9 月 30 日

参加国：アメリカ・スウェーデン・ドイツ・中国・日本

5 ヶ国 13 名

当社に関係する審議について報告する。

(1) IEC 60068-2-5 （地上レベルでの擬似太陽光線放射

及び太陽光線放射試験と耐候試験の指針）

CIE 85 改定に伴う IEC 60068-2-5 の変更について当社

喜多より説明し、Stability dateを2025年とし、それまでに

検討することとなった。

次回は、2021 年10 月に Web と対面で同時開催予定。

【IEC/TC104】

開催日：2020 年10 月2 日

参加国：アメリカ・スウェーデン・フィンランド・ドイツ・スイス・

イラン・中国・日本 8 ヶ国 27 名

ISO/TC156 にリエゾンを依頼し、須賀に liaisons officer を依

頼することを決定した。

次回は、2021 年 9月にドイツにて開催予定。

ISO/TC107（金属及び無機質被膜）

Web会議

開催日：2020 年 9 月15 日

参加国：スウェーデン・フィンランド・オランダ・ドイツ・イギリス・

中国・韓国・日本 8 ヶ国 47 名

SC7（腐食試験）は議長を伊藤叡氏、国際幹事を須賀が務め

ており、伊藤議長より SC7 の審議状況について報告があっ

た。

(1) ISO/CD 24284 （凍結防止塩環境下の腐食試験）：韓国提案

CD 投票の結果、規格のタイトルの変更が承認され

「 Metallic coatings - Corrosion Test Method for 

Decorative Chrome Plating under De-icing Salt 

Environment」に変更された。DIS draft を準備し回送す

る（2021 年1 月 DIS 投票開始）。

次回は、2021 年 9月に Web開催予定。
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ISO/TC61（プラスチック）

Web会議

当社に関係する審議について報告する。

【SC6（耐候性）/WG2（光暴露）】

開催日：2020 年10 月5 日

参加国：アメリカ・イギリス・ドイツ・チェコ・インド・中国・韓国・

日本 8 ヶ国 34 名

(1) ISO 4892-2 （キセノンアーク試験）

改定作業を進めることが決定し、WDに対するコメントにつ

いて議論した。変更案の NC 投票を行い、DAmd に進め

る。

(2) CIE 85 （太陽光の分光放射照度参照標準）

須賀よりCIE 85が廃止されCIE 241となった旨の説明を

行った。

(3) 韓国提案のプラズマ光源による試験は、特許の取り扱い

で審議が進まず、再度11月16日に議論され、TSにする

か CIB を行うことになった。

【SC6（耐候性）/WG3（諸暴露）】

開催日：2020 年10 月7 日

参加国：アメリカ・イギリス・ドイツ・フランス・中国・韓国・

チェコ・インド・日本 9 ヶ国 20 名

(1) ISO/DIS 19721 （人工芝の耐候性試験）

韓国提案の本案件は、特許の取り扱いや会議資料の不

備により審議が進まず、再度11月20日に議論することに

なった。

11 月 20 日の会議では、試験データの説明に対し問題点

や修正点の意見が出た。特許の使用条件について確認

し、再度 2021 年 1 月 20 日に会議を開くことになった。

次回の ISO/TC61 は開催時期未定。

ISO/TC79/SC2（軽金属及び同合金）

Web会議

開催日：2020 年10 月21 日

参加国：イギリス・ドイツ・ポルトガル・中国・日本 5 ヶ国

19 名

当社に関係する WG15 の審議について報告する。

(1) ISO/DIS 10074 （硬質陽極酸化被膜）

往復平面摩耗試験のダブルストローク（DS）回数に関す

る議論があった。12 月31 日までに FDIS を CS に送る。

(2) ISO 7599 （陽極酸化被膜 - 一般規定）

日本より、耐摩耗性と耐腐食性を追加する提案のために

試験データの説明を行った。すべてのデータを TR 化す

ることになった。TR の NWIP を 3 月 31 日までに準備す

る。

(3) ISO 7668 （20°,45°,60°及び85°における陽極酸化

被膜の鏡面反射及び鏡面光沢度の測定）

須賀より、表の中の数値に数ヶ所誤りがあり、修正が必要

であると説明し承認された。須賀がプロジェクトリーダーと

なり DIS から開始する。

次回のWG15、WG17 は ISO/TC79/SC2 会議に合わせて

開催予定。

WG17 のみ 2021 年 1 月に別に Web 会議を開催予定。

NC National Committee 国内委員会

DAmd Draft Amendment 追補案

CS Central Secretariat 中央事務局

TR Technical Report 技術報告書

TC Technical Committee 専門委員会

CIB Committee Internal Balloting 委員会内投票

NWIP New Work Item Proposal 新規提案

＜ISO規格発行までの手順＞

PWI Preliminary Work Item (Project) 予備段階

NP New Proposal for a work item 提案段階

WD Working Draft 作成段階

CD Committee Draft 委員会段階

DIS※ Draft International Standard 照会段階

FDIS Final Draft International Standard 承認段階

IS International Standard 発行段階

※IECではCDV ：Committee Draft for Vote
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様々なガス腐食試験機のご紹介      *玉田宏一

身の回りの製品には高精度な電子・電気部品が多く用いられており、高い耐久性が求められています。

電子部品は様々な自然環境の影響を受けますが、特に大気中にある腐食性ガスによって接点が腐食し、

発生する動作不良が問題になります。ガス腐食試験機は、このような腐食性ガスによる腐食劣化を評価

するために広く用いられています。当社では標準モデルとしてGT-100型（スガテクニカルニュース 252

号参照）を販売しておりますが、今回は様々な試験に応じたガス腐食試験機をご紹介いたします。

■ガス腐食試験機 GS-3S 型

■概要

消防法に基づいた省令に規定の、チオ硫酸ナトリウムと希硫

酸の化学反応で発生させる亜硫酸ガス（SO2）による腐食促

進試験機です。火災報知器、住宅用防災警報器、閉鎖型ス

プリンクラーの腐食試験に用いられます。

■特長

1． 任意に設定した量の希硫酸を、任意の設定間隔で試験

槽へ自動的に注入できます。

2． 二重壁構造で、試験槽内壁を外側より蒸気で加熱し試

験槽内温度を均一にします。

■仕様

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

試験槽温度 40～50±1℃

液槽温度 40～50±1℃

水槽温度 40～50±1℃

希硫酸注入量 約600mL/回

チオ硫酸ナトリウム水溶液量 約30L

試料保持器耐荷重 30kgf（等分布荷重）

試験槽寸法 約幅60×奥行60×高さ50cm

試験槽容積 約300L（上蓋含む）

本体寸法 約幅166×奥行136×高さ181cm

電源容量 3相 200V 約13A

ガス腐食試験機

GT-100 型

※型式末尾に「S」が付く製品は、お客様の要求に基づき製作したオーダ

ーメイド製品です。別途仕様のお打ち合わせが必要です。
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*製造本部 次長

■ガス腐食試験機 GS-UVZ型

■概要

亜硫酸ガス（SO2）による腐食促進試験機で、JIS C 1281（電

力量計類の耐候性能）に準拠した試験が可能です。

■特長

1． JIS C 1281（電力量計類の耐候性能）の「湿潤・亜硫酸

ガスの影響」試験の湿潤試験・亜硫酸ガス試験が可能

です。

2． 電力量計を 4個取り付け可能です。

3． ガス濃度調節は、ガスと空気の流量比から試験槽へ供

給する濃度を求める手動調節方式と、亜硫酸ガス（SO2）

濃度を紫外線蛍光法による SO2自動濃度調節計により

調節する自動調節方式とが選択できます。

■仕様

*執筆者 所属

試

験

項

目

亜硫酸

ガス（SO2）

濃度
手動調節可能範囲：0.01～200ppm

自動調節可能範囲：1～200ppm

温度40℃、湿度95％rh以上

湿潤 温度49℃、湿度95％rh以上

恒温恒湿 温度40℃、湿度95％rh以上

エアパージ 温度湿度制御なし

制御・分布精度
制御：温度 ± 1℃、湿度 ± 3％rh
分布：温度 ± 2℃、湿度 ± 7％rh

試料寸法、

取付数
約幅20×奥行13×高さ 36cm、4個

試験槽寸法 約幅50×奥行50×高さ 60cm

本体寸法 約幅166×奥行146×高さ 167cm

電源容量 3相 200V 約20A

試験槽内部

※型式末尾に「Z」が付く製品は、お客様の要求に基づき製作したオーダー

メイド製品です。別途仕様のお打ち合わせが必要です。

※亜硫酸ガス＝二酸化硫黄（SO2）
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■ガス腐食試験機 GS-UVZ 型

■概要

大型の試験槽（寸法 約幅 100×奥行 100×深さ 120cm）で、二酸化硫黄（SO2）・硫化水素（H2S）・二酸化窒素（NO2）・塩素

（Cl2）の 4 種ガス試験が可能なガス腐食試験機です。試験槽床耐荷重 150kgf 仕様で、電気自動車用のインバーターやモータ

ーなど大型で重量のある試料の試験ができます。上蓋が84°まで開くため、クレーンなどを使用して試料を出し入れ可能です。

■ガス腐食試験機 GS-UVZ 型

■概要

大型の試験槽（寸法 約幅 120×奥行 120×深さ 80cm）で、二酸化硫黄（SO2）・硫化水素（H2S）・二酸化窒素（NO2）・塩素

（Cl2）の 4 種ガス試験が可能なガス腐食試験機です。試験槽床耐荷重 300kgf 仕様で、電気自動車用のインバーターやモータ

ーなど大型で重量のある試料の試験ができます。

※型式末尾に「Z」が付く製品は、お客様の要求に基づき製作したオーダー

メイド製品です。別途仕様のお打ち合わせが必要です。
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* 受渡当事者間の協定により 40℃、80％rhを使用してもよい。

※試験規格は 2020年 11月の情報です。定期的に改正されますので、現在の規格内容をご確認ください。

規格 H2S NO2 Cl2 SO2

火災報知設備の感知器
及び発信機に係る技術

上の規格を定める省令

第22条第

1項第一

号

- -

①を容積5Lの試
験器に入れ、1日
2回②を10mLず
つ加え、通電状
態で4日間放置

4日間

住宅用防災警報器及び
住宅用防災報知設備に
係る技術上の規格を定

める省令

第5条第1
項第四号

45℃ -

①を容積5Lの試
験器に入れ、1日
2回②を10mLず
つ加え、通電状
態で4日間放置

4日間

閉鎖型スプリンクラー
ヘッドの技術上の規格

を定める省令

第10条の
2第2項 - -

①を容積5Lの試

験器に入れ、12
時間毎に②を
10mLずつ加え、4
日間放置

4日間

普通耐候
形計器

- - - 20 40±3℃ 95％以上

試験開始直後、4
時間後、8時間後

にガス送入(計3
回)→16時間槽内

放置

24時間

強化耐候
形計器

- - - 20 40±3℃ 95％以上

試験開始直後、4
時間後、8時間後

にガス送入(計3
回)→16時間槽内

放置を繰り返す

48時間

Method A - - - 40±3℃ 約100％ 連続のガス有り
試験24時間

1、2、5、
10、15、20
サイクル

Method B - - - 40±3℃ 約100％

ガス有り試験8時
間→ガス無し試
験（23±5℃、75％
rh以下）16時間

1、2、5、
10、15、20
サイクル

Method 1 0.1±0.02 - - 0.5±0.1 25±1℃* 75±3％*

Method 2 0.01±0.005 0.2±0.05 0.01±0.005 - 30±1℃* 70±3％*

Method 3 0.1±0.02 0.2±0.05 0.02±0.005 - 30±1℃* 75±3％*

Method 4 0.01±0.005 0.2±0.02 0.01±0.005 0.2±0.02 25±1℃* 75±3％*

Method A - - - 0.5±0.1

Method B 0.1±0.02 - - -

Method C - - 0.02±0.005 -

Method D 0.1±0.02 - - 0.5±0.1

Method E - 0.5±0.1 - 0.2±0.05

Method F 0.1±0.02 - 0.02±0.005 0.5±0.1

相対湿度 サイクル 期間

0.067％、

0.33％、

0.67％の中
いずれか

（300Lの容

積に対し
100％の

SO2が

0.2L、1.0L、
2.0L）

ISO 22479：2019
(旧 ISO 6988, ISO 3231)
Corrosion of metals and
alloys — Sulfur dioxide

test in a humid
atmosphere (fixed gas

method)

DIN 50018：2013
Testing in a saturated

atmosphere in the
presence of sulfur dioxide

JIS C 1281：1979
電力量計類の耐候性能

JIS C 1211-2：2017
電力量計（誘導形単独計
器）－第２部：取引又は証

明用

①チオ硫酸ナトリウム水溶液（濃度40g/L）500mL
②体積比で硫酸1：蒸留水35の割合に溶かした

156mLの溶液を1000mLの水に溶かした溶液

試験条件 　ガスの種類と濃度　　　　　　　

温度

連続 任意の期間

IEC 60068-2-60
：2015

Environmental testing -
Part 2-60: Tests - Test Ke:

Flowing mixed gas
corrosion test

連続

4日間、

7日間、

10日間、
14日間、

21日間、

ISO 10062：2006
Corrosion tests in artificial
atmosphere at very low

concentrations of polluting
gas(es)

40±1℃、80±5％
又は

25±1℃、75±3％

JIS C 1281, IEC 60068-2-60,
JIS C 1211-2, ISO 10062はppm表記

消防法に基づく

消防法に基づく

消防法に基づく

主なガス腐食試験規格
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高耐食性を考えた試験機づくり        編集部

試験中は、試料だけではなく試験機も過酷な条件で試験をされている状態と言えます。試料に付着した塩化物や、試験時に試

料から発生するガスなどの物質によって、試験機自体を腐食させる可能性もあります。年間を通してフル稼働する試験機を長年

安心して使用するためには、十分な耐久性、耐食性を持つ堅ろう性が重要になります。

今回は特殊仕様の製作例として、腐食に強いチタン製の試験槽を用いた様々な試験機をご紹介いたします。

■恒温恒湿槽

■概要

チタン製で耐食性に優れた恒温恒湿槽です。

■特長

1． 試験槽、撹拌扇、ヒーターなどに耐食性に優れたチタン

を用いています。

2． 一定の温湿度環境下の試験が可能です。

■仕様

温湿度範囲
温度5～85℃、

湿度40～95％ｒｈ（60℃に於いて）

制御・分布精度
制御：温度 ± 1℃、湿度 ± 5％rh

分布：温度 ± 3℃、湿度 ± 7％rh

試験槽寸法 約幅50×奥行39×高さ 60cm

本体寸法 約幅95×奥行100×高さ186cm

電源容量 3相 200V 約11A

※本製品は、お客様の要求に基づき製作したオーダーメイド製品です。

別途仕様のお打ち合わせが必要です。
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■燃焼性試験器 FL-45MCZ型

45°に保持した試験片にバーナーを当て、一定時間後試験

片の炭化面積、炭化長、残炎、残じん時間等を測定し燃焼性

を判定するもので、JIS L 1091または消防法の規格に適合し

ています。標準仕様ではステンレス製の燃焼箱ですが、塩化

ビニルの試験など、試料から腐食性の強いガスや成分が発

生する場合、ご要望により耐食性に優れたチタン製で製作す

ることが可能です。

■燃焼性試験器 MVSS-2Z型 / MVSS-3Z型

自動車や航空機の内装材に用いられる有機材料の水平状態

における燃焼速度を測定します。MVSS-2 型は FMVSS

No.302、SAE J369a適合で、MVSS-3は ISO 3795、JIS D 

1201 に適合しています。標準仕様ではステンレス製の燃焼

箱ですが、塩化ビニルの試験など、試料から腐食性の強いガ

スや成分が発生する場合、ご要望により耐食性に優れたチタ

ン製で製作することが可能です。

■複合サイクル試験機 CCT-1L型

塩水噴霧・乾燥・湿潤・浸漬・外気導入・低温・湿潤高湿の 7

種の試験項目を任意に組み合わせたサイクル試験が可能で

す。当社の CCT 型複合サイクル試験機はチタン製試験槽が

標準仕様です。

■複合サイクル試験機 CYP-90Z型

塩水噴霧・乾燥・湿潤・外気導入・湿潤高湿の 5 種の試験項

目を任意に組み合わせたサイクル試験が可能です。標準仕

様の試験槽は耐熱塩化ビニル製で、耐食性に優れています。

標準仕様での試験温度範囲を超えた高温試験（80℃以上）

のご要望の際、チタン製試験槽の特殊仕様で製作します。

※写真は標準仕様の試験槽（耐熱塩化ビニル製）です。

当社の試験機は長年の経験と実績から、試験溶液の種類や温湿度及び試験条件に応じて試験機構成部材の耐久性を考え材

質を選定し、十分な耐久性、耐食性を持つ堅ろうな試験機づくりに努めています。

【低温・高温試験にも対応】

※交換用として燃焼箱のみの製作も可能です。

※型式末尾に「Z」が付く製品は、お客様の要求に基づき製作した

オーダーメイド製品です。別途仕様のお打ち合わせが必要です。

※交換用として燃焼箱のみの製作も可能です。
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腐食促進試験の歴史と発展(3)            
―塩水噴霧試験(1)―

5. 塩水噴霧試験の起源と試験方法の標準化の潮流
5.1 塩水噴霧試験とは
なるべく短時間に大気暴露での材料の耐食性を評価す

るために、さまざまな腐食促進試験が開発されている。

なかでも塩水噴霧試験はその開発から 100 年以上経過

し、再現性が良いことから世界的にも広く利用されて

いる腐食促進試験である。さらに塩水噴霧試験は装置

としても試験方法としても確立しており、また世界各

国で標準化が進んでいることからも金属材料、めっき、

塗膜等の表面処理を施した金属材料の受け入れ検査な

どでデータ添付を求めることも多く、また品質管理の

一環として利用されることもある。

日本において初めて塩水噴霧試験を標準化した日本工

業規格 JIS Z 2371:1955 の解説では、「塩水噴霧試験に

おいては、適当な濃度の食塩水を圧縮空気で密閉室内

に霧として吹き込み、その中に塩分をもつ霧を充満さ

せる。16)」と説明している。図 18および図 19に、ガ
ラス製の試験槽による塩水噴霧試験の噴霧状況と試験

片表面に付着した塩粒子の状況を写真で示す（スガ試

験機所蔵写真より）。この試験槽の中に試験片として裸

の炭素鋼板を設置すると数分でさびが現れてくる。し

かし鋼板にめっき、塗膜などの表面処理が施してある

と、直ぐにはさびは現れず、表面処理皮膜の品質が良け

ればよい程、さびが出るには裸の鋼板とは比較になら

ぬほど長時間を要することになる。ここで噴霧は直接

試験片に噴霧するのでなく、できるだけ霧を垂直に自

然落下させ、傾斜して設置した試験片表面に形成する

薄い溶液の液膜を絶えず更新することによって、腐食

の促進を意図した点がキーポイントである。その後、試

験槽内における噴霧分布の均一化を目指し、噴霧塔に

より上部から発生した霧を室内に拡散させ、噴霧分布

の均一化を向上させた設計の試験装置が開発されてい

る。図 20に噴霧塔を備えた試験槽による塩水噴霧試験

の一例を示す。

図 18 ガラス製試験槽による塩水噴霧試験の噴霧状況

図 19 塩水噴霧試験により試験片表面に付着した塩粒子

図 20 噴霧塔方式の試験槽による塩水噴霧試験の一例

現在日本での塩水噴霧試験の標準化としては、国際規

格の ISO 9227:201217)に国際整合化させた日本産業規格

JISにおいて塩溶液の pHと添加物質の異なる 3種類の

塩水噴霧試験方法を一つの規格に集録している。これ

が日本産業規格 JIS Z 2371:201518)で、塩化ナトリウム

を水に溶解させた中性の塩溶液を用いる中性塩水噴霧

石川雄一
須賀茂雄前号より続く
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試験(neutral salt spray test: NSS)、中性の塩溶液に氷酢

酸を添加した酢酸酸性塩水噴霧試験(acetic acid salt 

spray test: AASS)、そして AASSの溶液に塩化第二銅を

添加したキャス試験(copper-accelerated acetic acid salt 

spray test: CASS)のバリエーションがある。表 3に現在

の JIS Z 2371におけるこれら 3種類の塩水噴霧試験の

主な試験条件である、溶液の濃度・添加物質、温度、噴

霧液の pHを示す。AASSと CASSは共に溶液を酸性化

させて腐食性を上げ、CASSでは銅イオンを添加してさ

らに腐食性を上げている。NSS で耐食性評価に長時間

かかる耐食性に優れた表面処理皮膜へ適用するため開

発された試験方法である。

表 3 塩水噴霧試験の種類と主な試験条件
(JIS Z 2371:2015)

ここでは、1914 年の塩水噴霧試験の起源から始め、金

属材料およびめっき、有機・無機皮膜などの表面処理皮

膜を施した金属材料の耐食性評価のための標準試験方

法として米国材料試験協会 (American Society for

Testing and Materials: ASTM)が 1939 年に最初の

ASTM 規格 ASTM B117-39Tを発行した経緯、そして

米国での試験方法の標準化への継続した研究開発、さ

らに日本および世界各国における現在の塩水噴霧試験

方法に至る標準化の変遷を記述する。

5.2 塩水噴霧試験の起源
塩溶液を用いた塩水噴霧試験は 1914 年に米国標準局

(National Bureau of Standards: NBS)の研究者、J. A. 

Cappにより ASTMの年会で公表された 19)。Cappはそ

の発想が 1899年頃に検討していた電線の絶縁材料の耐

候性と耐久性の評価にあったと述べている。また当初

は腐食促進試験として水中浸漬試験、散水試験を検討

し、そして水蒸気を充満させた雰囲気を作成すること

が必要であることに気が付き、試験槽内で噴霧器を使

用して水分で飽和した雰囲気を創る試験に至った経過

を述べている。この水噴霧試験をめっきなどの表面処

理皮膜に適用し、長時間かかるものの皮膜の良否判定

に利用できることを明らかにした。さらにより短期間

での皮膜の良否判定法を模索している際、海岸付近に

沿った懸垂トロリー線に使用している機器が内陸での

使用と比べるとより多く故障を経験していることに気

がついた。そして噴霧用の水に代えて塩溶液を使用す

ることを思い立ち、塩水噴霧試験を提案したものであ

る。海岸付近の大気には海塩粒子が含まれており、これ

が腐食に影響していると考え、海塩粒子の主成分であ

る塩化ナトリウムを使用することに結びついたもので

ある。

試験槽内に置いた裸の金属材料や表面処理を施した試

験片に直接には当たらないよう注意して圧縮空気の噴

射により塩化ナトリウムの飽和水溶液（約 26%NaCl濃

度）をノズルから連続噴霧し、それらの試験片の腐食挙

動を調べる試験方法であった。試験槽内ならびに塩溶

液は室温であった。そして本試験を溶融亜鉛めっきな

らびにシェラダイジング（亜鉛粉末を鋼表面に拡散浸

透させた表面処理皮膜で最近はほとんど使われない）

などの炭素鋼の表面処理皮膜の耐食性評価に適用し、

表面処理皮膜作成プロセスの良否判定に利用した。皮

膜の品質に応じて、品質が劣る皮膜では塩水噴霧時間

が数時間から 1日以内で赤さびが発生するのに比べて、

品質が優れた皮膜では赤さびが発生するのに 1 週間以

上の長期間を必要とすることを実証した。図 21に表面
処理皮膜の品質の優劣に応じた腐食状況の対比を模式

的に示す。2週間試験しても赤さびを生じない皮膜は実

用的に寿命が無限であると考えた。その他水蒸気の導

入による試験槽の温度の上昇や酸、アルカリの添加に

よる塩溶液の pHの変化による溶液の腐食性の制御の
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可能性についても示唆した。

図 21 表面処理皮膜の品質比較の模式図
（塩水噴霧試験 X 時間後）

Cappは、潮風にあたる海岸近くの大気暴露の腐食促進

試験として塩水噴霧試験を着想した訳であるが、図 22

に模式的に示すように、塩水噴霧試験では常に新鮮な

塩化ナトリウムを含む霧が試験片を覆うように降り続

け、試験片表面に形成した液膜は常に更新される環境

であり、雨が降り続いてもいつかは止む大気暴露条件

に比べて腐食環境は非常に厳しい。また空気中の酸素

も十分に溶液微粒子の液滴に吸着、溶解し、これらが試

験片上に液膜を作るので溶液に浸漬した環境よりも腐

食性が強くなる。問題は塩水噴霧試験と実際の海岸近

くでの大気暴露との相関性が定量的に明らかでなく、

どの程度の腐食促進条件になっているかが必ずしも明

確にされていない点である。塩水噴霧試験の発展には、

この課題、すなわち試験条件が現実的でないとの批判

が試験結果の再現性に関する批判とともに常につきま

とった。

図 22 塩水噴霧試験中の試験片表面での液膜更新状況

塩水噴霧試験方法は世界的に広く利用され、金属材料

の受け入れ検査や品質管理に利用される試験である。

次号も引き続き、日本および世界各国における現在の

塩水噴霧試験方法に至る標準化の変遷を解説する。

【参考文献】

16) JIS Z 2371:1955塩水噴霧試験方法 解説
17) ISO 9227:2012, Corrosion tests in artificial atmospheres —

Salt spray tests（最新版は 2017年）
18) JIS Z 2371:2015塩水噴霧試験方法
19) J. A. Capp, A rational test for metallic protective coatings, 

Proc. ASTM, 14, (1914), p.474-478.

金属材料

皮膜

耐食性が良い皮膜

金属材料

皮膜

耐食性が劣る皮膜

腐食生成物

●●

試験片

噴霧液滴
微粒子

液膜

スガ試験機が提供する腐食促進試験専用の塩化ナトリウム SUGA Super SaltTM

腐食促進試験専用の高純度の塩化ナトリウム（試薬・NaCl）です。

中性塩水噴霧試験をはじめ、酢酸酸性塩水噴霧試験、

キャス試験、複合サイクル試験に最適です。

■特長

・ISO 9227, ASTM B 117, JIS Z 2371 など各種腐食促進試験

規格に適合しています。

・固結防止剤は含んでおりません。

・ロットごとに ISO/IEC 17025 認定の試験機関で成分分析を実施

した試験成績書付きです。
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測色の歴史と発展(2)               

３.３ DIN 色票
ドイツ工業規格DIN 6164規格に1955年に規格化され

た色票で、オストワルト表色系を基本に、均等色空間

の実現を目指して、色相 T、飽和度 S、暗度 Dの 3つ

の属性によって配列されている。色相は 1から 24まで

の数字で表し、黄色の 1 から色相順位に並べられてい

るが、色相環の反対は必ずしも補色関係にはなってい

ない。飽和度は無彩色の 0 から 7 まで、暗度は理想的

な白を 0に、理想的な黒を 10にして、色の表示を表し

ている。

３.４ その他の色票
National Color System は 1979年にカラーアトラス

として、「人の視覚は、赤－緑・黄－青・黒－白の 3つ

の反対色に対応する機能を持つ」というヘリングの反

対色説を基にスウェーデンの心理学者ヨハンソンを中

心に心理的尺度で作られた表色系で、スウェーデン規

格、ノルウェーやスペインの規格にも採用されている。

その他に、英国工業規格に採用されているBS 5252建

築用色彩コーディネーションなどがある。日本でも、

日本塗料工業会の塗料の色見本帳を始め産業界では独

自の色見本を作り、採用している。

４. 色の数値化の基本
文頭で説明したように、感覚的な色を数値化する試み

は、CIE(国際照明委員会)の勧告に基づいて行われ、

1931年に近代測色学の基礎を築いた最初の5つの勧告
5）がなされた。

勧告 1、4、5：CIE 1931測色標準観測者(等色関数)

と測色座標系の確立。

勧告 2：3種の標準光源(A、Bおよび C)の定義。

勧告 3：試料を測定するための照明および観測の条件、

酸化マグネシウム面という形式で反射率の標準。

４.１.１ 等色関数
CIE 測色標準観測者は、1924 年に CIE で採用されて

いた明所視比視感度関数とGuildおよびWrightによっ

て行われた実験を基にして、形は異なるが等価な 2 組

の等色関数によって定義された。第 1の等色関数𝐫(λ)、

𝐠(λ)、𝐛(λ)は原刺激として、波長 700.0nm(R)、

546.1nm(G)、435.8nm(B)のスペクトル刺激をとって、

等エネルギースペクトルの色度座標がすべて等しくな

るようにその単位を調整したもので表された（等エネ

ルギースペクトルとは、波長の関数としての放射の分

光密度が一定である刺激を言う）。第 2の等色関数𝐱(λ)、

𝒚(λ)、𝒛(λ)は実用測色により便利に利用できるように、

変数の係数はすべての波長において負にならないよう

に、同時に、等色関数𝒚(λ)を V(λ)(CIE)標準分光視感

効率と同一のものとするように選定された。V(λ) 

（CIE）標準分光視感効率を、JIS Z 8105：色に関す

る用語では下記のように定義している。

標準的な分光視感効率又は比視感度として、CIE
において合意された値。明所視における標準分光視
感効率又は標準比視感度と暗所視における標準分
光視感効率又は標準比視感度の 2種類がある。
量記号：V(λ)（明所視の場合）

V’(λ)（暗所視の場合）6)

４.１.２ RGB 等色関数
光の 3 原色である赤、緑、青の光を同一の白色面に同

時に当てると、加法混色により、あらゆる色を作り出

すことができる。図 9 に加法混色したときの色の合成

図を示す。赤と青を加法混色するとマゼンタ、青と緑

を加法混色するとシアン、緑と赤を加法混色するとイ

エローになる。

3色の光量を絞りでいろいろ変化させ、目標の等エネル

ギースペクトルの単色光の試料の色と隣り合わせで同

時比較し、その時の R（700.0nm）、G（546.1nm）、B

木村哲也
須賀茂雄前号より続く
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（435.8nm）の量を波長ごとに測定した結果がRGB等

色関数になる。

CIE 1931 測色標準観測者の等色関数の第 1 のセット
5)（ 𝐫(λ) 𝐠(λ) 𝐛(λ))は、Wright(1928～1930)及び

Guild(1931)の実験結果から導かれたものである。実験

では、総勢 17名の観測者が視角 2°の視野において、

波長範囲約 400～700nmのスペクトルの単色光刺激を

赤、緑、青の光で図 10に示すように、加法混色された

白色面の色と等エネルギースペクトルで照射された白

色面の色を比較して、単色光刺激を用いたときに得ら

れるであろう結果になるように(数学的に)変換された。

この等色関数は、明所視の順応状態で、視角（見てい

る物体の左右または上下の両端が眼に対して張る立

体角）が約 1°から約 4°までの視野に関して、正常色

覚を持つ観測者の等色関数を代表するものである。等

色実験の過程では、光の合成では等色できない光が見

つかった。550nmより波長の短い緑や青の光では、等

エネルギースペクトルに原刺激の赤を加えないと緑と

青の光の合成で等色させることが不可能であった。つ

まり、人間が赤を感じる器官には若干青の波長にも反

応すると考えられる。これにより光学原理で考えられ

る三原色と、感覚で捉えられる三原色の間にはずれ
．．

が

あることが分かった。
表１に CIE 1931 標準観測者の等色関数𝐫(λ) 𝐠(λ) 

𝐛(λ)と波長の関係を、図 11にそのグラフを示す。
表 1 の数値で 550nm より短い波長域では、原刺激 R

の感度は「－」領域になっていることが分かる。また

原刺激Gにおいては 435nmより短い波長域、原刺激B

においては 550nmから 655nmの領域でより短い波長

域で「－」領域になっている。

ここで視角 7)とは、図 12に示すように対象物を見る時

の目の角度、つまり観測者の目に対する視野を表し、

2°の場合、対象物の大きさは、50cm離れたところか

ら、直径 1.7cmの大きさを見ることになる。

４.１.３ CIE 1931 測色標準観測者の等色関数
等色関数の第 2 のセット（𝒙ഥ(λ) 𝒚ഥ(λ) 𝒛ത(λ))は、第 1

のセット（𝐫(λ) 𝐠(λ) 𝐛(λ))から実用測色により便利

に利用できるように勧告された。色彩学者 Juddらは第

1のセットを基に、線形変換を含み、全ての変換係数は

全波長域で𝒙ഥ(λ) 𝒚ഥ(λ) 𝒛ത(λ)が負にならないように、ま

た等色関数の内の𝒚ഥ(λ)を V(λ)と同一にすることを提

案した。JIS Z 8781-1 CIE測色標準観測者の等色関数

（ISO 11664-1:2007）では、第 1のセットから第 2の

セットへは次のような過程で変換した。

17 名の観測者について第 1 のセット( 𝐫(λ) 𝐠(λ) 

𝐛(λ) )の結果を平均し、さらに𝐫(λ) 𝐠(λ) 𝐛(λ)等色関

数に適当に係数を乗じて加えたときに、CIE 標準光視

感効率（標準比視感度）V(λ)に等しくなるようにわず

図 9 加法混色時の色の合成

青

赤 緑

マゼンタ シアン

イエロー

赤

※比較視野の隣り合う色が

合うように、原刺激 RGB の

絞りで光量を調節する。

赤の光
原刺激R（700nm）

緑の光
原刺激G（546.1nm）

青の光
原刺激B（435.8nm）

比較視野

R・G・B

等エネルギー

スペクトル

等エネルギー
スペクトル

図 10 等色実験の原理図
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波長(nm) 𝐫(λ) 𝐠(λ) 𝐛(λ)

585 0.27989 0.11686 -0.00093 

590 0.30928 0.09754 -0.00079 

595 0.33184 0.07909 -0.00063 

600 0.34429 0.06246 -0.00049 

605 0.34756 0.04776 -0.00038 

610 0.33971 0.03557 -0.00030 

615 0.32265 0.02583 -0.00022 

620 0.29708 0.01828 -0.00015 

625 0.26348 0.01253 -0.00011 

630 0.22677 0.00833 -0.00008 

635 0.19233 0.00537 -0.00005 

640 0.15968 0.00334 -0.00003 

645 0.12905 0.00199 -0.00002 

650 0.10167 0.00116 -0.00001 

655 0.07857 0.00066 -0.00001 

660 0.05932 0.00037 0.00000 

665 0.04366 0.00021 0.00000 

670 0.03149 0.00011 0.00000 

675 0.02294 0.00006 0.00000 

680 0.01687 0.00003 0.00000 

685 0.01187 0.00001 0.00000 

690 0.00819 0.00000 0.00000 

695 0.00572 0.00000 0.00000 

700 0.00410 0.00000 0.00000 

705 0.00291 0.00000 0.00000 

710 0.00210 0.00000 0.00000 

715 0.00148 0.00000 0.00000 

720 0.00105 0.00000 0.00000 

725 0.00074 0.00000 0.00000 

730 0.00052 0.00000 0.00000 

735 0.00036 0.00000 0.00000 

740 0.00025 0.00000 0.00000 

745 0.00017 0.00000 0.00000 

750 0.00012 0.00000 0.00000 

755 0.00008 0.00000 0.00000 

760 0.00006 0.00000 0.00000 

765 0.00004 0.00000 0.00000 

770 0.00003 0.00000 0.00000 

775 0.00001 0.00000 0.00000 

780 0.00000 0.00000 0.00000 

波長(nm） 𝐫(λ) 𝐠(λ) 𝐛(λ)

380 0.00003 -0.00001 0.00117 

385 0.00005 -0.00002 0.00189 

390 0.00010 -0.00004 0.00359 

395 0.00017 -0.00007 0.00647 

400 0.00030 -0.00014 0.01214 

405 0.00047 -0.00022 0.01969 

410 0.00084 -0.00041 0.03707 

415 0.00139 -0.00070 0.06637 

420 0.00211 -0.00110 0.11541 

425 0.00266 -0.00143 0.18575 

430 0.00218 -0.00119 0.24769 

435 0.00036 -0.00021 0.29012 

440 -0.00261 0.00149 0.31228 

445 -0.00673 0.00379 0.31860 

450 -0.01213 0.00678 0.31670 

455 -0.01874 0.01046 0.31166 

460 -0.02608 0.01485 0.29821 

465 -0.03324 0.01977 0.27295 

470 -0.03933 0.02538 0.22991 

475 -0.04471 0.03183 0.18592 

480 -0.04939 0.03914 0.14494 

485 -0.05364 0.04713 0.10968 

490 -0.05814 0.05689 0.08257 

495 -0.06414 0.06948 0.06246 

500 -0.07173 0.08536 0.04776 

505 -0.08120 0.10593 0.03688 

510 -0.08901 0.12860 0.02698 

515 -0.09356 0.15262 0.01842 

520 -0.09264 0.17468 0.01221 

525 -0.08473 0.19113 0.00830 

530 -0.07101 0.20317 0.00549 

535 -0.05316 0.21083 0.00320 

540 -0.03152 0.21466 0.00146 

545 -0.00613 0.21487 0.00023 

550 0.02279 0.21178 -0.00058 

555 0.05514 0.20588 -0.00105 

560 0.09060 0.19702 -0.00130 

565 0.12840 0.18522 -0.00138 

570 0.16768 0.17087 -0.00135 

575 0.20715 0.15429 -0.00123 

580 0.24526 0.13610 -0.00108 

表 1 CIE 1931標準観測者の等色関数

𝐫 𝐠 𝐛



17  STN No.255

色彩基礎講座  

かな数値の調整を行った。

加算に用いた係数の比は 1.0000 : 4.5907 : 0.0601であ

って、この比は原刺激R、G、Bの単位量の相対輝度に

等しい。これからCIE 1931等色関数を次の式で定める。

𝒙ഥ (λ)＝[ 0.49 𝐫(λ)＋0.31 𝐠(λ)＋0.20 𝐛(λ)] n

𝒚ഥ (λ)＝[ 0.17697 𝐫(λ)＋0.81240 𝐠(λ)＋0.01063 

𝐛(λ)] n

𝒛ത (λ)＝[ 0.00 𝐫(λ)＋0.01 𝐠(λ)＋0.99 𝐛(λ)] n

ここに、nは規準化の定数で、次で与えられる。

n＝V (λ) / [ 0.17697𝐫(λ)＋0.81240𝐠(λ)＋

0.01063𝐛(λ)]

𝒙ഥ(λ) 𝒚ഥ(λ) 𝒛ത(λ) の数値において、波長範囲 360～

400nm及び 700～830nmの数値は補外値である。

変換特性に関しては次の点が記載されている。

・第 1に、𝒚ഥ(λ) 関数がV (λ) 関数と同一なものでな

ければならない。

・第 2に、𝒙ഥ(λ) 𝒚ഥ(λ) 𝒛ത(λ)の値は全スペクトル域で正

値でなければならない（これに対して𝐫(λ) 𝐠(λ) 

𝐛(λ)では、原刺激 R、G、B で等色するとき単色光

刺激の飽和度を減ずる必要があるので、ほとんどの

波長域でその一つが負値となる）。

・第 3に、𝒛ത(λ)の値が 650nm以上の波長域で 0でな

ければならない。

・第 4に、𝒙ഥ(λ)の値が約 505nmの波長で 0に近くな

らなければならない。

・第 5に、𝒙ഥ(λ)及び𝒚ഥ(λ)の値が短波長端で小さくなけ

ればならない。

・第 6に、三刺激値X、Y、Zの等量の和によって等エ

ネルギースペクトル（白色光）が定められなければ

ならない。また、𝒚ഥ(λ)は V(λ)と一致するので、三刺

激値Yは輝度に比例する。

【参考文献】
5) 測色 第 2 版 CIE 標準：測色用の光 測色標準観測者

Publication CIE No.15.2 （ 1986 ） COLORIMETRY, 

SECOND EDITION, Publication CIE No.S001 and 

No.S002（1986）, CIE STANDARDS：COLORIMETRIC 

ILLUMINANTS, COLORIMETRIC OBSERVERS JCIE

翻訳出版 No.7

6) JIS Z 8105：色に関する用語

7) Colour スガ試験機（株）技術資料
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太陽エネルギーの観測結果   
2020 年 7 月～9月の各日の放射露光量をご報告します。

観測場所及び測定条件は下記の通りです。

観 測 場 所：スガ試験機㈱本社（東京・新宿）       北緯 35°41’、東経 139°42’

測 定 角 度：南面 35 度

測 定 波 長 域 ：紫外部(300－400nm)、可視部(400－700nm)、赤外部(700－3000nm)
単 位：MJ／m2 (太陽から到達する面積 1 m2 当たりの放射露光量)
測 定 器：積算照度記録装置 PH3T 型（スガ試験機㈱製） 積算照度記録装置 PH3T 型

校正部 部長 喜多英雄

2020年 7月

紫外部 可視部 赤外部 温度 湿度 紫外部 可視部 赤外部 温度 湿度
300-400 400-700 700-3000 ℃ ％ rh 300-400 400-700 700-3000 ℃ ％ rh

2020年  7月1日 0.4847 3.074 1.570 26.0 79.2 17日 0.3228 1.948 0.830 19.5 87.8
2日 1.5959 11.662 9.903 27.8 59.9 18日 0.2460 1.519 0.685 20.8 89.6
3日 0.7322 5.086 3.384 25.3 65.9 19日 1.2062 8.826 7.249 26.6 73.2
4日 0.4821 3.113 1.673 24.3 79.9 20日 1.2490 9.261 7.542 29.3 65.0
5日 0.5897 3.977 2.431 26.2 73.2 21日 0.6157 4.153 2.571 27.0 73.0
6日 0.5245 3.481 1.963 25.9 80.7 22日 0.7192 5.080 3.653 28.4 73.3
7日 0.5805 3.798 2.076 28.1 74.0 23日 0.2129 1.226 0.373 23.8 87.3
8日 0.5501 3.653 2.027 27.0 72.9 24日 0.5043 3.384 2.057 26.4 74.4
9日 0.3769 2.358 1.057 24.8 82.2 25日 0.4969 3.253 1.717 26.2 84.5

10日 0.7280 4.939 3.078 26.7 76.6 26日 0.8109 5.653 4.176 26.9 81.4
11日 0.8640 6.035 4.094 28.3 72.5 27日 0.7473 5.096 3.343 27.8 74.3
12日 1.2124 8.763 7.066 28.4 65.3 28日 0.8375 5.794 3.837 28.3 75.8
13日 0.6841 4.520 2.969 22.4 75.7 29日 0.3484 2.124 1.021 23.7 76.7
14日 0.3290 2.027 0.888 23.0 85.3 30日 0.7311 4.849 3.352 24.5 70.5
15日 0.1604 0.962 0.290 20.7 88.6 31日 0.5528 3.724 2.667 26.1 76.1
16日 0.8026 5.432 3.902 22.0 72.7 合計 20.2981 138.773 93.443

全波長域合計

2020年 8月

紫外部 可視部 赤外部 温度 湿度 紫外部 可視部 赤外部 温度 湿度

300-400 400-700 700-3000 ℃ ％ rh 300-400 400-700 700-3000 ℃ ％ rh
2020年  8月1日 1.1602 8.213 6.805 27.4 65.1 17日 1.1364 8.664 7.580 33.2 60.8

2日 1.2520 8.996 7.422 28.3 61.4 18日 1.1701 8.698 7.575 31.8 60.0
3日 1.3482 10.366 9.126 29.7 58.3 19日 1.3193 10.497 9.604 31.5 55.7
4日 1.3928 10.674 9.301 30.7 62.2 20日 1.4613 11.145 10.141 31.9 60.0
5日 1.3921 10.805 9.651 31.4 61.9 21日 1.4624 11.433 10.604 32.6 56.2
6日 1.3375 9.916 8.614 30.8 64.2 22日 1.2724 9.603 8.762 31.3 61.1
7日 1.3396 9.930 8.914 32.1 54.7 23日 0.7193 4.980 3.611 27.4 69.2
8日 0.8564 6.136 5.113 29.9 65.6 24日 1.2847 9.768 8.599 29.1 63.5
9日 1.2032 8.929 7.653 31.4 59.5 25日 1.1079 8.444 7.421 29.8 59.8

10日 1.1718 8.729 7.197 33.1 56.9 26日 1.3981 10.909 9.838 31.1 62.1
11日 1.5841 11.857 10.197 34.1 54.0 27日 1.0506 7.264 5.692 31.0 65.6
12日 1.0943 8.182 6.901 32.2 64.0 28日 0.9142 6.842 5.426 31.4 65.7
13日 1.1138 8.531 7.184 31.8 63.4 29日 1.4255 11.203 9.772 32.6 58.8
14日 1.2185 9.126 7.728 31.6 61.5 30日 1.4847 11.537 10.231 32.3 59.5
15日 1.4391 11.244 10.119 34.1 57.2 31日 0.9279 6.830 5.639 29.0 66.6
16日 1.3999 10.533 9.159 33.1 59.6 合計 38.4382 289.983 251.582

全波長域合計

2020年 9月

紫外部 可視部 赤外部 温度 湿度 紫外部 可視部 赤外部 温度 湿度

300-400 400-700 700-3000 ℃ ％ rh 300-400 400-700 700-3000 ℃ ％ rh
2020年  9月1日 0.5296 3.516 2.345 25.6 72.9 16日 0.6237 4.740 3.251 25.0 68.6

2日 0.6789 5.006 3.780 28.3 76.4 17日 0.4562 3.410 2.326 26.1 73.2
3日 0.9645 7.204 5.433 29.8 72.2 18日 0.8783 6.832 5.100 30.0 64.0
4日 1.4666 11.923 9.994 31.2 62.1 19日 0.3751 2.650 1.550 25.3 67.8
5日 1.2101 9.754 8.089 29.9 66.2 20日 0.3191 2.121 1.089 22.4 69.2
6日 0.7332 5.343 3.664 26.9 79.0 21日 0.6320 5.093 4.035 23.1 64.0
7日 0.6192 4.443 2.849 28.3 77.0 22日 0.8770 7.371 6.392 23.5 62.7
8日 1.4324 11.856 9.848 31.2 60.1 23日 0.2009 1.252 0.522 20.4 82.2
9日 1.4527 12.224 10.470 31.3 56.5 24日 0.2965 1.958 0.998 19.0 81.3

10日 0.8456 6.483 4.737 29.5 64.4 25日 0.3192 2.100 0.964 19.2 86.4
11日 1.0757 8.776 6.907 30.2 64.6 26日 0.1730 1.084 0.415 18.5 87.3
12日 0.3077 2.009 0.837 24.3 85.2 27日 0.5538 4.481 3.306 20.9 72.2
13日 0.5326 3.990 2.671 24.6 74.4 28日 1.3137 11.902 11.007 22.7 58.4
14日 0.5585 4.223 3.027 24.2 75.0 29日 0.7141 5.578 4.647 20.1 56.6
15日 0.9225 7.429 6.133 25.2 66.9 30日 1.2937 11.614 11.078 20.6 53.2

合計 22.3561 176.364 137.467
全波長域合計
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平均
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252.5141
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関連団体トピックス  

毎年開催しているスガウェザリング学術講演会につきまして、新型コロナウイルス感染拡大の影響を鑑み、今

年度はスガウェザリング Web セミナー（オンデマンド配信）として開催する運びとなりました。配信期間中は、何

度でもご都合の良い時間に聴講することができます。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

【テーマ：ウェザリングの基礎】
１．プログラム

2. 開催方法

オンデマンド配信

※参加登録制（定員 300 名）、聴講無料、テキスト有料（テキスト代 2,000 円(税込） PDF でダウンロード)

3. オンデマンド配信期間

2021 年 2 月 1 日（月）～5 日（金）

4. 参加方法

当財団 Web サイト上の専用ページ（https://www.swtf.or.jp/kouen2021/）
よりお申し込みください。右記 QR コードからもアクセスできます。

ご挨拶                                        理事長 須賀 茂雄

1 【耐候】 CIE 241:2020（Recommended Reference Solar Spectra for Industrial 
（30 分）  Applications）の発行―CIE 85:1989 からの改正 ―

（公財）スガウェザリング技術振興財団 耐候研究委員会 喜多 英雄

2 【耐候】 特徴ある地球環境に曝されたプラスチックの劣化事象から
（20 分） ―地球環境の多様性を考える―

（公財）スガウェザリング技術振興財団 耐候研究委員会 渡辺 真

3 【耐候】 分光老化試験の重要性と国際標準化、試験の実例紹介
（20 分）                               スガ試験機（株） 色彩課 吉本 貴子

4 【腐食】 腐食促進試験規格 ISO 9227，ISO 14993，IEC 60068-2-52 の解説と
（30 分）  各試験方法における鋼板 SPCE の腐食減量

スガ試験機（株） 開発部 長谷川 和哉

5 【色彩】 像鮮明度の測定原理と光沢・ヘーズ・像鮮明度の測定値比較
スガ試験機（株） 色彩課 田中 智

■スガウェザリング技術振興財団■

＜第 1 回 スガウェザリング Web セミナー2021 開催のお知らせ＞

主催 公益財団法人スガウェザリング技術振興財団

後援 文部科学省

協賛 （一社）軽金属製品協会 （公社）高分子学会 （一社）色材協会 （公財）自動車技術会 （一社）繊維学会

（一財）日本ウエザリングテストセンター （一社）日本照明工業会 （一社）日本建築学会 （一社）日本ゴム協会

（一社）日本塗料工業会 日本プラスチック工業連盟 （一社）日本防錆技術協会 （一社）表面技術協会

（公社）腐食防食学会 スガ試験機（株）

（20 分）


